





























プラーナ ・キラー博物館所蔵の@ソ ームナー ト⑤ラージガー ト◎カウシャーンビー⑥ラングマ
ハルなどの地方か ら発掘された破片と,サ ーンチー考古学博物館所蔵の軍持の尖台と添水台形
の破片などを通 じて分析 した結果,紀 元前後に仏像が本格的に造像されはじめたそののち,約
2-3世紀頃に軍持形瓶がインド全地域で作 られ使用されたと思われる。
中国では5世紀初頃と7世紀中頃,グ プタ朝時代のインドを旅行 した法顕と玄奘の記録に君
塚(法 顕伝),摺稚迦(大 唐西域記)と 言う語が見出せるが,形状や細部構造,用 途 について
はまったく言及がない。また玄奘が中国へ帰国 した645年以後,中 国で軍持が作 られたと言 う
事実を立証する正確な資料や遺物はない。中国で添水台 ・尖台附着形軍持が製作され,流 行 し
た時期は求法僧義浄がイン ドから帰 り,洛陽と長安で経典翻訳の活動を始めた695年以後であ
る。














察され,記 録されたインド軍持に関する内容を通 じて,初 期中国軍持形の発生 とその年代を推
定 し,軍持の諸名称を定義 したものである。そしてそれを参考として唐代の初期軍持の機能,
形,細 部構造とその機能,大 きさ,製作年代,重 要遺物に関 して検証する。
一.軍持の語義
軍持はサンスクリツ ト語のクンチカに由来 し,水瓶 〈水を入れる瓶〉を意味する。インド仏
教の律蔵が漢語で翻訳された時,Ka発音を省略 し,diをjiとして発音 して軍持 と書いたの
である。軍持以外にも君持,軍遲,君 擇,据 稚迦 と記録されている。現在,一般的に浄瓶 とい







マウリヤ朝(B.0310-184年頃)以 後,仏 教の変遷 に伴い変容 してきた軍持は,紀 元前後
のクシャーン朝時代に作 り始められたようである。マウリヤ朝の地層で発掘された 「タキシラ」
の 「ビール丘遺跡の軍持形」1)に見 られる破片の図面は,器物の長頸部と添水台が部分だけ発
見され,頸 部以下の部分は欠損で胴体の有無は確認できず,ま た14cmというその高 さは通常
の軍持とは異なる。またクシャーン朝時代のイン ドの軍持遺物は破片だけが現存 し,それ らか
ら推測すると,添水台の形状が水羅機能の用途として使うには不適合であり,尖台の大きさも
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ひじょうに短 く,穴もたいへん細 くて,注 出機能の用途を勘案すると軍持の尖台とは考えられ

















































軍持は広肩形で成形材料が青銅である可能性 もあり,澡罐は卵形で5-6世 紀頃,中 国と韓国
で流行 した荘厳具の長頸瓶形式を備えている。
◆図一3③ を工芸的なろくろ技法で定型化 した図一3⑤の図象(面)
「軍持著嘴澡罐 口開」J)の律蔵内容 に着眼 して軍持著嘴という語を添水台 ・尖台附着形軍持











図一3@難 陀 出家物語 壁画 図一3⑤ 工芸的技法として整型した図一3@の
図象(面)
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持が梨形であるのに,ア ジャンター16号窟の軍持形は広肩形であることに注 目するべ きであ
る。中国の場合は708年の埋葬されたのが確実な安菩夫婦墓から出土 した軍持が陶製であった
のに対して,以 後,唐 代の中国軍持は数多 く青銅で作 られ,大 概広肩形になっている。また

























「水羅嚢」 で,僧 侶が修道 のため行 う
「頭陀行」11時の持物の中の一つである。
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図一5uエ ローラ8号 窟梵天像 の軍持
「義浄」8〕のインド訪問の時期(675-695)
と一致する。7世紀末頃,義 浄がインド









中国最初の求法僧法顕(399-412)は,14年間イ ンドを旅行 した後,海 路にて帰還の時
「甚だ風浪にあって君塀(軍 持)と 澡灌(澡 罐)を 海の中にすてる」9)という記録がある。また
玄奘(629-645)は,17年間イ ンドを旅行 し,発刊した見聞録の中で,伊 爛拏鉢伐多国の一 ・
四小孤山聖跡を訪問し,「その南の石の上には仏の招稚迦を置かれた跡がある。」'°'と記録 して
いる。イ ンドでは仏の軍持は聖物 とみなされており,この時玄奘はすでに消失 した軍持の跡を
参拜 したのであった。法顕から玄奘に至るまで,つ まり5世紀初頃から7世紀中頃まで約2世
紀半の間,求 法僧などの軍持に関する記録には軍持の形や細部の構造 と機能に関して全 く言及
がない。
それに対して義浄は,675-685年までのインドを見聞し,『南海寄帰内法伝』の 「水有二瓶」
條を通 じて軍持に対する詳細な内容を伝えている。また,義 浄は軍持が添水台 ・尖台附着形の
独特な外形を しているのは 「水羅機能」mのため,必要であることを詳細に敍述 しているので,
7世紀末頃のイン ドと中国の軍持 との関連性について知ることができる。 また,義 浄の帰国以
後か ら,唐代の中国形軍持が作り始められたことも遺物を通 じて理解できる。従って,四章で
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は,イ ン ド軍持に関して詳細に記録 した義浄の 『南海寄帰内法伝』の内容を土台にし,主に挿
図を通 じて,軍 持の形(軍 持作法),水羅法,機 能性,各 部の名称,用 途についてその詳細を
明 らかにしたい。 さらに,イ ンド軍持と唐代初期形軍持の関連性についても確認 したい。
四.義 浄の 『南海寄帰内法伝』による軍持作法
(1)軍持作法:水 有二瓶條に 「前略…其作瓶法.蓋 須連口.頂出尖台.可 高両指.上通小穴.
驫如銅箸.飲 水可在此中.傍邊則別開円孔.罐 口令上竪高両指.孔 如錢許.添水宜於此処.可
受二三升.小 成無用,斯 之二穴恐虫塵入.或 可著蓋.或 以竹木.或 將布棄而裏塞之…後略」127
原文を土台にし,軍持の使用法によって瓶の各部分に筆者がさらに詳 しく説明を追加 した もの
である。
1)尖台 と蓋(頂 板)部 分の作法 ◆図一6
@蓋須連口:蓋 は細長頸の頂上部位の固定された円板をいう。 この部分を頂板 と呼ぶ ことも
できる。頂板の上部には尖台が附着 される。 この語句から,蓋は頂板 と尖台部分を称する。注
出時,尖台上部の開けられた穴から水を注出するので蓋の上には必須的に尖台が附着 しなけれ



























と同じ大きさで作 られている。⑥添水宜於此処:水 を瓶に入れる添水は,此 処,つ まり罐 口か






























2)尖台:図 一9の尖台部分の名称は 『南海寄帰内法伝』の水有二瓶條の 「其作瓶法…中略…
頂出尖台…後略」14)中の文章か ら,尖台と言 う語を引用 した もので 「蓋須連口.頂 出尖台.可
高両指」の内容は尖台であることを確実に説明している。
3)添水台(罐 口台):「水有二瓶」條の 「前略…傍邊則別開円孔 罐口令上竪高両指.孔如
錢許.添 水宜於此処…後略」15)文中,「添水宜於此処」の添水 と言 う語に加えて,「此処」の語




呼ぶのが本来正 しい名称である。 しか し,
添水台 として表記する方法を今まで一般
的に使用 してきたので本研究でも添水台







思想にも符合す る。 したがって,律 蔵には厳格な法 として次のように規定されている。「三つ
目は軍持水羅方法で明紬を使 って添水口を被せて塞いでおき,ほそい糸で添水口と添台間の首
を縛って瓶を水の中に沈ませ る。この時,添 水口の半 ぐらいが水の外側に出るようにする。も
し完全に水の中に沈むようにすると水の注入がうまくできない。瓶の中に水がいっぱいになる
のをまち,持 ち上げて,虫 が入 っているのかを確かめる。虫が入っていると添水口の入口にす





図11一②:明 紬を使って水羅するため添水 口を塞いで,絲 で添水口と添水台の間を縛 った
形態。図11一⑤:軍 持水羅(濾 過)法 の実際傾斜角
11
図11-@と11一⑤ は水羅網





























される。 つまり,水 の強弱が調整できる。注出の時軍持の把持部分は長頸部である。 図一13
は添水か ら注出までの水流の有機的順序を図示 した。
◆図一13軍 持水流の有機的機能
満水時 には,軍持の傾斜度によって,水 の出方 に変化をつけることができる。満水時の傾斜
度 によって注出水の強弱を図で表現 して比べると次のようである。図一13@注出水:薬 水や
浄水を貯蔵した後,飲 用するため,注 出する時の方法として主に小 さいカップや鉢に注 ぐ時に
使 う。図一13⑮は湧出水:仏 教集会の儀式で僧侶が浄水を遠いところまで振 り撒 くため,湧




ルーキア朝下のイ ンドを見聞し記録 した義浄の 「南海寄帰内法伝』と,その律蔵翻訳は,中国
初期軍持 と密接な関係を持ち,その内容に依拠 して,唐代の中国初期軍持が製作されたことは





てたという軍持と澡罐は,「君塚及澡灌 拜余物棄擲海中」諸井余物中に 「君塚 と澡灌」 と二
つが共に記録 されていることか ら同伴形式 としての僧侶の持物だったことがわかる。
②玄奘の記録:玄 奘の大唐西域記に伊爛拏鉢伐多国訪問時小孤山仏教聖跡に関する記録の中,























腹 径12cm,尖台の高 さは2.5cmであ り,ね じ
形 の突起 が彫 られて いる。高台 は平底仮圈足,
す なわち平高台 であ る。「南海寄 帰内法伝』
に明示 された尖台の高 さ(両 指:2cm×2指=
4cm)に比 べて本 遺物 の高 さは1/2し かな
く,矮 小な尖台であ り,添 水台の形 も不完全
で ある。 しか し,こ れ以 外は 「南海寄帰内法





平た く成形 しているのが特徴である。つまり平底仮圈足(平 たい高台)で ある。合葬された澡
罐の高さは23cm,腹径12cmの細長頸瓶であり,頂上の外反 された広い口縁部の直径は8cmで







平底仮圈足(平 高台)で あ り,その細部は安菩墓出土の軍持と同



























た。律蔵は隋代に翻訳が始 まり,それ らが集大成 されたのは,義 浄が洛陽へ帰 り,「根本説一
切有部毘奈耶」等,諸 律典を翻訳 した700年を前後にした時代である。 中で も義浄は,10年間






したがって,唐代中国軍持の流行は,義浄から始 まったといえる。7世 紀末頃か ら8世紀中






1)初期中国陶磁軍持は尖台の長 さが大概2.5cm程の高 さで短い。2)機 能性の発達 した添
水台が附着されており,添水口台は水羅機能に適合するように口縁部が広 く,幅は大概2cm-
2.5cmで,当時使われた銅錢の大きさと同じである。添口の円と添水口か ら中をのぞ くと,そ
の形は銅錢のような二重の円状に見える。3)高 台は通常,平 底仮圈足(平 高台)形 になって
お り,胴体下部と高台部分は施釉されず胎土がそのままみえる。4)軍 持 と澡罐は一対 として
















学習した。律蔵研究に依る資料を多 く残して 『南海寄帰内法伝』を著述 した。
9)『法顕伝』の 「法顕亦以君埠及澡灌井余物,棄 擲海中」pp.323-324参照
訳注解説。長澤和俊著,日 本 。雄散閣出版 ・双文社印刷所 ・平成8年9月
10)玄奘の 『大唐西域記』水谷眞成訳 巻第十の十七国一 ・四の小孤山の聖跡の記録 「次南石上則有仏置
摺稚迦跡」pp.308-311参照。中国古典文学大系第22巻,平凡社,昭 和46年
11)「大正新修大蔵經』第24巻 律部三1451根 本説一切有部毘奈耶雜事 巻第五 第1門 第6子
攝頌之蝕p.225c
12)義浄 『南海寄帰内法伝』巻第一 ・第六 水有二瓶條pp.24-25参照
新文豊出版公司.中 華民国台北.中華民国76年
13)『大正新修大蔵經』第24巻 律部三1451根 本説一切有部毘奈耶雜事 巻第五 第1門 第6子
攝頌之餘p.225c
14)義浄 『南海寄帰内法伝』巻第一 。第六 水有二瓶條pp.24-25参照
15)Ibid,pp.24-25参照
16)『大正新修大蔵經』第24巻1451根本説一切有部毘奈耶雜事 巻第五 第1門 第6子 攝頌之蝕
p.225c
17)Ibid,p.225c




〈帶流瓷瓶:体 如瓶,頭 上有宝頂蓋,蓋与瓶身成一体,頂 有小孔。盤口直折状短流>
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